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MILK OF CALCIUM RENAL  STONE  : A CASE REPORT
Yuji OHYABU and Hiroshi SAMESHIMA 
From the Department of Urology, Fukuoka Prefectural Asakura Hospital 
     Kei MATUOKA, Sinsi NODA and Kosaku ETO
    Department of Urology, Kurume University School fMedicine
   A case of milk of calcium renal stone is presented. A 29-year-old woman complained of fever 
up and left lateral abdominal pain was diagnosis of milk of calcium renal stone. Ultrasonography 
showed hemispheric hypoechoic area and horizontal highechoic line with acoustic shadow. 
So-called "milk of calcium renal stone" is relatively uncommon and reports of ultrasonographic 
features are rare. 
                                                   (Acta Urol. jpn. 35: 481-484, 1989)


















現 病 歴:1986年5月21日よ り,発 熱(39.2℃)お よ
び 右 側 腹 部 痛 が あ り,近 医 受 診 陵,5月22日 当科 紹 介
され た.
現 症:体 格 ・栄 養 中等 度 血 圧100/54mmHg,脈
拍84,体 温39.5℃.眼 球 結 膜 に異 常 を 認 め な い.胸
部 に理 学 的 異 常 を認 め ず,腹 部 は平 坦 ・軟 で 右 側 腹部
に軽 度 の圧 痛 を 認 め た.












X線 学 的 検 査 所 見:仰 臥 位 腹 部 単 純 撮 影 で,右 腎
下 極 に 一致 す る 部 に32x22mmの 類 円形 の石 灰 化
陰 影 を認 め(Fig.1),立 位 腹 部 単 純 撮 影 に お い て
は,石 灰 化陰 影 は変 形 し,鏡 面 形 成 を 有 す る 半 月状
陰影 を呈 した(Fig.2).排 泄 性 腎孟 造 影 で は,下 腎
杯 と中 腎 杯 の 間 に認 め,大 き さ も35×25mmと 変
















下 腎 杯 の間 に 石 灰 化 を認 め るが 直 接 の 腎孟 腎杯 系 との
交 通 は認 め られ な か った(Fig。4).超 音波 断 層 法 に
てacousticschadowを伴 う上 面 が水 平 面 を 形 成 し
た 高 エ コー域 と,そ の上 力 の半 月 状 のcysticareaを
認 めた(Fig.5).さらに,腹 部CT単 純 像 で は,右
腎 下 極 に31×24mmのparapelviccystがあ り,
そ の 内側 に 水 平面 を形 成 した 半 円 状 の石 灰 化 を 思 わせ
るhighdensityarcaを認 め た(Fig,6).
以 上 よ り,milkofcalciumrenalstonc,
cystictypeと診 断 した.












ら は発 熱 も 治 ま り,尿 所 見 も 改 善 し た.milkof
calciumrenalstone,cystictypcにて 腎 機 能 の廃 絶
も認 めず,ま た 右 側 腹 部 痛 も消 失 した た め,外 科 的 治
療 は せず 経 過 観 察 し,6月12日 に退 院 した.退 院 後,
外 来 に て経 過 観 察 中 で あ る が,以 後1年10ヵ 月 間 自覚
症 状 や尿 所 見 に 異 常 を認 め ない.






Milkofcalciutnrenalstoneの特 徴 であ る流 動
的石 灰 化 陳は,腎 杯 憩 室,腎 嚢胞,水 腎 症 内に 貯 留 し
た コ ロイ ド状 あ るい は 微 小結 石 に よ り形 成 され る1)・
仰 臥 位単 純X線 撮 影 に お い て淡 い類 円形 の 石 灰 化 と し
て認 め られ,撮 影 条 件 を変 え てみ る と,そ の 形 や 大 き
さに 変 化 の見 られ る こ と もあ り,さ らに そ の 辺 縁 は 毛
羽 だ って い る.こ れ を 立 位 や 側臥 位 でみ る と,上 方 に
水 平 面 を形 成 す る半 月状 石 灰 化 陰影 を示 す.こ の 特 徴
的 レ ン トゲ ン 上 の 所 見 は 胆 嚢 に お け るmilkof
calciumbileをは じめ 膵臓2)や尿 管3)にも認 め られ
る.
こ のmilkofcalciumrenalstoneは比 較 的 稀 な
疾 患 で,本 邦 で は 広 中 ら4)の発 表 以 来 報 告 が 散 見 さ
れ,守 屋 ら5)が71例を ま とめ て お り,わ れ わ れ が 調 べ
えた 範 囲6-8)では 本 例 が75例目 と考 え られ る.
主 訴 と しては,cystictypc,hydronePh「otictyPe
ともに 腰 痛,側 腹 部 痛 が 多 く,上 ・下 腹 部 痛 もみ られ
る.つ ぎに 多 い のは 腹 部 膨 満 感 で,そ の他 に 発 熱,高
血 圧,蛋 自尿,血 尿 な どが 報 告 され て い る.ま た,上
記 症 状 の 有無 に 関わ らず,発 見 され る機 会 と して は,
立 位 や 側 臥位 で撮 影 され る 機 会 の 多 い胆 道 造 影 や 胃腸
透 視 の 際 で,偶 然 に 発 見 され る例 も多い.
この 診 断 は前 述 の よ うに 立 位 あ る いは 側 臥 位 の 単 純
X線 撮 影 で 容 易に 行 え るが,最 近 に な りCTに よる
報 告9・10)も散 見 され て い る.し か し,本例 の よ うに 超 音
波 断 層 法 に よ り,acousticschadowを伴 った 水 平面
を 形 成 す る 高 エ コー域 を,parapelviccyst内に 認 め
る とい う超 音 波 断 層 上 の典 型 的 所 見 を報 告 した 例 は,
わ れ われ の調 べ えた 範 囲 で は 本邦 には 見 あ た ら ない
Diakoumakinsら11)は英 語 圏 で の 報 告 例 中3番 目と
して そ の 超 音波 所 見 を 報告 し,英 語 圏 で も超 音波 所 見
の報 告 は まだ 少 な い と述 べ て い る.
本症 はPomcrantzi2)らの 報 告 以 来,pyogenic
cyst内に 発 生す るcystictypeとhydronephrosis
内 に 発生 す るhydronephrotictypeに分類 され てい
る.本 邦 報告 例 ではcystictype58例,hydroneph-
rotictype16例,不明1例 であ り,cystictypeの
方 が 圧 倒的 に 多 い.こ れ はhydronephrotictypeが
少 な い とい うよ り,単 な る結 石合 併 の水 腎 症 と して取
り扱 われ て い る例 が 多 いた め,hydronephrotictype
と して報 告 され て い る症 例 が 少 な い ので は な い か と推
察 され る.
また,cystictypeがhydroncphrotictypeに移
行 す る とい う報 告13)もあ り,逆 に 腎 杯結 石 や 腎 杯 憩 室
結 石 が 腎杯 や 憩 室 口に 嵌頓 して水 腎 杯症 を形 成 した 後
で,・nilkofcalciumstoneが形 成 され る可 能 性 が あ
る とい う意 見14)もあ り,両 者 間 に 移 行型 の存 在 が 示 唆
され る.
またcystictypeの中 に は,腎 杯 憩室 にmilkof
calciumrcnalstoneを合併 す る よ うな 腎孟 との 交
通 を 認 め る もの と,pyogeniccyst内に 発 生 し,腎 孟
との交 通 を 認 め な い もの とに分 け ら れ る が,cystic
type58例の うち記載 の あ る41例の 内 訳は,そ れ ぞ れ
20例と21例で それ ほ ど差 が な い.し か し腎孟 と の交 通
の有 無 は,尿 路 感 染 症 の 合 併 の頻 度 の 差 と して現 れ,
治療 上 のひ とつ の指 標 と して 重要 と考 え られ た.
本症 の成 因 と してBerg15>の感染 説 とRudstromi6)
の コ ロイ ド説 が よ く知 られ て い る.前 者 は 感染 を 伴 っ
た 尿路 障 害 を 原 因 と して,尿 中 に化 学 変 化 を生 じ,結
石 を形 成 す る とい う もの で,と くにhydronephrotic
typeにリン酸 カル シ ウ ム と リン酸 マ グネ シ ウ ムア ン
モ ニ ウムの 占め る割 合 が 多 い(10例/16例,62.5%)
とい うこ とに も裏 付 け られ る.後 者 は腎 孟 腎 杯か ら発
生 した 憩室 と尿路 との交 通 が 遮 断 され,憩 室 内 溶液 が
濃縮 して コ ロイ ド化 し,膠 質 粒 子 を核 と して結 石 が形
成 され る とい う説 で あ る.平 野 ら14)も結 石 の 走 査電 子
顕 微 鏡 に よる観 察 に お け る微 小 結 石 の割 断 面 で,均 一
の 無 晶性 の結 石 形 成 が認 め られ た り,結 石 の核 部 が 無
穎 粒 状 を呈 す る こ とに よ り,腎 杯 と憩室 の交 通 が 遮 断
され た 時期 よ り憩 室 内溶 液 が コ ロイ ド状 とな り析 出 し,
さ らに 次 の溶 解 度 の 高 い成 分 が 沈 着 し,外 殻 部 を 形成
す る と推測 して い る.い ず れ に しろ そ の成 因に つ い て
の 明 確 な説 明 は まだ され て い ない.
治 療 と して はhydronephrotictypeでは 腎機 能 障
害 が 重 度 の もの が 多 く,腎 摘 出術 が8例 に 行 われ てい


























cystictypeの一 例 を報 告 し,そ の超 音 波 断 層 法 所 見
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